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hm と羽根ピッチとの比 ψt と，とい内を輸送される粒体の運動状態を観察して導いたといの側壁の影
響を考慮した体積効率との関係は，粒体のみによって定まることが明らかになった。すなわち ψt が粒径
に関係するある値以上になったとき，とい側壁の影響を考慮した体積効率は一定値を示している。
粒体のかさ比重量 r，といの!隔 b，輸送距離 L を使って，粒体のみを輸送するに必要な張力 T を
無次元とした値 T/(rb2L) が， 粒体の摩擦係数および hm と b との比 ψb のみによって表わされるこ








た体積効率恥'と ψt との関係は，粒体の種類，といの傾斜角によって定まり，恥F が一定値を示し始め









とい断面積 A，コンペヤの揚程 H を使ったチェーン張力 T の無次元量 T/(rAH) を体積効率で整
llli した結果から，羽根ピッチの大きい場合 T/(rAH) の値が特に大きくなること，体積効率が限界の値
に近づくに従って T/(rAH) が急激に大きくなることなどがわかった口
鉛Tll輸送の実験は，実用されている程度の大きさの装聞についても行なっており，その結果も先に述べ






























結論においては，第 1 章から第 4 章までに得られた結果を総括して述べ，この研究によって得た結果を
もとにして，コンチニヤスフローコンペヤを設計する方法の概要を示している。
以上記したように，乙の論文はコンチニヤスフローコンベヤについて，系統的な実験と新しい考えのも
とに導いた理論とによって，研究したもので，コンチニヤスフローコンベヤの設計作貴重な資料を提供し
ている。さらに今後ますます発展すると思われる粉粒体を取り扱う機械の作動の研究に対しでも ζの論文
は有力な手掛りを与えている。これらの点からみて，この論文は博士論文として価値があると認める。
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